
２-９ 妊娠・出産に対する意識 

 

◇2-9-1 妊娠・出産に対する理解 

 

「以下の記述について、正しいと思う場合は〇を、間違っていると思う場合は×をお選び

ください。」として妊娠や出産に関する 5項目を提示し、「○」、「×」、「わからない」、「答え

たくない」から回答してもらった。5問とも答えたくないは集計から除外した。 

正解の回答を選択している割合は、1問目の「妊婦の年齢が高いと、産まれてくる子ども

に染色体異常（疾患）がある割合が高くなる」は 1991（93.7％）、3 問目の「生理（月経）

があれば、いつでも子どもは産める」で 1656（77.9%）、4問目の「妊娠中に詳細な検査を

受けても、赤ちゃんの生まれつきの病気をすべて知ることはできない」は 1802（84.8%）

と正答率は高い。一方、2問目の「卵子を凍結しておけば、いつでも自分は子どもを産める」

は 1100（51.8％）、5問目の「日本で羊水検査を受けている人は、１年間の出産件数の３％

未満である」では 602（28.3%）であった。正答率が低い質問では「わからない」が多いこ

とも特徴的である。 

(n=2125) 

 

 

  



 

◇2-9-2 妊娠・出産に対する考え 

 

「妊娠・出産についてあなたの意見をお聞かせください」と尋ね、以下の 8つの妊娠・出

産に関する意見に対して、「そう思う」、「どちらかと言えばそう思う」、「どちらかと言えば

そう思わない」、「そう思わない」、「答えたくない」からそれぞれ回答してもらった。 

「そう思う」という意見が多かったのは、5問目の「入手できる情報はできる限り知って

おきたい」、6 問目の「妊娠中に、自分の赤ちゃんのことはできるだけ詳しく知りたい」、8

問目の「女に生まれたからには、妊娠・出産を経験したい」で「そう思う」と「どちらかと

言えばそう思う」をあわせると 8割以上となる。一方、4問目の「障害をもつ子を産むこと

は社会の不利益につながる」では「どちらかと言えばそう思わない」「そう思わない」が 8

割である。1問目の「結婚したら子どもをもつのは当たり前」、2問目の「中絶してはいけな

い」、3問目の「子どもをもてば自分の死後も自分の生命がつながっていく」、7問目の「健

康な子どもを産むためには、早く結婚しなければいけない」では「どちらかと言えば」とい

う中間の回答が多い傾向がみられる。 

(n=2125) 

  



  



 

◇2-9-3 少子化政策について 

 

「行政がおこなっている少子化対策の取組についておたずねします。次の内容について、

それぞれあてはまるものをお答えください」と尋ね、「子育てを社会全体で支える取組」、「妊

娠・出産の支援体制や周産期医療を確保する取組」、「不妊治療など子どもを希望する夫婦へ

の支援などの取組」、「待機児童の解消をめざす取組」、「障害や病気のある子どもに対する支

援などの取組」、「長時間労働や有休休暇の取得など働き方についての取組」、「男性の家事や

子育てを促進する取組」、「全体として少子化対策についての取組」の 8つについて、「十分

に行っていると思う」、「やや行っていると思う」、「あまり行っていないと思う」、「行ってい

ないと思う」、「どんな取り組みがあるか知らないため評価できない」、「答えたくない」から

1つずつ回答してもらった。 

いずれの内容も「あまり行っていないと思う」が 4割前後と多い。待機児童の解消や周産

期医療の確保については「やや行っていると思う」が 3 割前後いるが、働き方や男性の家

事・育児を促進する取組については 2割を下回っている。 

(n=2125) 



  



 

◇2-9-4 妊娠・出産に対する理解 

 

「以下の記述について、正しいと思う場合は〇を、間違っていると思う場合は×をお選び

ください」と尋ね、「1超音波検査とは、胎児の様子を画像でみる検査である」、「2子宮の羊

水をとって検査すると、胎児の生まれつきの病気がすべてわかる」、「3妊婦の血液を検査す

ることで、胎児の染色体異常の確率がわかる」、「4胎児の首の後ろの画像から、染色体異常

の確率がわかる」、「5 新型出生前検査（NIPT）には流産のリスクがある」、「6 羊水検査に

は流産のリスクがある」、「7超音波検査には流産のリスクがある」、「8超音波検査でわかる

胎児の性別は、実際と違うことがある」という 8 つの妊娠・出産に関する知識を「○」か

「×」、「わからない」で回答してもらった。 

1問目の超音波検査や 8問目の胎児の性別、2問目の羊水検査に関しては、正解する者が

8割以上の多数だったが、4問目の NTや 5問目の NIPTに関する質問では「わからない」

という回答が約半数と多くなっている。「わからない」という回答の選択は、回答を慎重に

する、保留している側面を示していると思われる。 

(n=2350) 



 


